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ランボー「喪」と「不寝番」の諸相
一一Lesenfants en deuil regarderent les merveilleuses images-Rimbaud 

一一11n'y a pas chez Rimbaud d'image isolee－一一MadeleinePerrier 

山口佳己

そののっけから，ランボー ArthurRimbaudには「喪」 deuilの意識

がつきまとっている。

Puis, la chambre est glacee ... on voit trainer a terre, 

Epars autour des lits, des vetements de deuil 

L’apre bise d’hiver qui se lamente au seuil 

Souffle dans le logis son haleine morose ! 

On sent, dans tout cela, qu’il manque quelque chose ... 

上に引いた五行の詩句は，ランボーが自覚的に母国語で書いた，現存す

る限りでの最初の詩篇「孤児たちのお年玉」の極く一部だが，その標題と

いい，この「喪服」のイメージといい，これらは以後のランボーの詩的歴

程とのかかわりに於いて，きわめて象徴的である。

寒い寝部屋に散らばる「喪服」。それは文字通り何かが喪われてしまっ

たことを表わしている。 「孤児たち」という当の詩篇の標題からして，案

に違わず，その喪われてしまったものは，この作品の主人公たる子供たち

の両親（－cesenfants sont sans mere./Plus de mere au logis !-et le 

pをreest bien loin ！）なのだが，この悲しくも不吉なく喪失〉の主題は，

ユゴー VictorHugoやミユッセ AlfredMussetやボードレール Charles

Baudelaireたちからの文学的影響やその模作性を取沙汰す・るのみでは，

さほど理解の扶けにはならないだろう。

しかし，ヲンポーの初期作品には，模作や票日窃の類が確かに目立つ。と
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りわけ模作というものは，ボードリー Jean-LouisBaudryも述べている

ように，それ自身が依って立つ「反復のメカニズム」に就いての無知をそ

の特質とするものであり，他の作品に同化することによってその作品を無

化するがゆえに，その作品の存在を意識しないし，それ自身が必然的に組

み込まれている「間・テクスト的」な状況についてもやはり無意識的で

あるo それゆえ模作のこのような無意識性に留意しながら，ランポーの初

期作品に目を通すとき，われわれはその作品からはじき出されて他の作品

へ否応なしにく回送〉される苛立ちをたしかに覚えさせられはする。

とはいえ批評や研究は，それらがもしも作品の隠れた構造の摘出を目的

とするのであれば，いわば作品の持つ他の作品へのく回送力〉に安易に

く相乗〉すべきでない。なるほど，如何なるテクストも，それは「間・テ

クスト的」 intertextuelなテグストであるがゆえに，他のいずれかのテク

ストにく回送〉されたり拘束される可能性をその一面に字んでいよう。そ

れゆえルネヴィル R.de Renevilleゃ，スターキー Starkiie，ジヤングー

J. Gengoux, リシェ J.Richer, カドー P.Caddau, フラ γケル M.

Frankel等の，作品同志の類縁関係の指摘の試みや，それぞれ典拠は異な

りはすれ，ランポーを過去のテグストの鋳型に合わせて切りとる作業に，

一応の〈真実らしさ〉とく説得力〉が認められはする。しかしこの系列の

試みや作業ほど暖昧なものはまたとないのだ。何故なら，いま挙げた諸家

のランボー研究の，共通の特質が何かといえば，それは過去のく特定〉の

テクスト（そのテクストを当のランポーが読んだか否かは，まるで定かで

ないのであるが）への排他的な照合による教義的ランボー解釈であるがた

めに，その照合と解釈の厳密性が細部に亘って増せば増すほど，逆に作品

の生きた深層構造からの皮肉な離反が際立つからである。

だが，ランポーの作品群を見渡した場合，キタン AtleKittangの分類

を見ても解るとおり，く喪失〉の主題も含めたそれらのモチーフの多様性

（神話的なまた半ば哲学的なテクスト，革命歌，田園詩，調刺詩，狼文学

的作品，等）は，様式ジャンルの根本的な不安定性（叙事詩的，演劇的，

菰刺的，悲劇的といった具合に順ぐりに変わる）や，あまたの票日窃，模作，
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借物，影響などによる「表現の真物性」の欠如などと相侯って「倍加」さ

れてはいるが，その各々の主題そのものに，ランボーの独自性を認めるこ

とは，なるほど困難だと言わねばならない。

しかしながら，ランボーの最大の特質をなすものが何かといえば，それ

は人間の幼・少年期を支配するく直接性〉だ。そこで，マラルメ Stephane

Mallarmeの言う「個人的な事例」 caspersonnelへの視座にも擬して，

このく喪失〉の主題の内実を吟味してみると，いわゆる「文学的コード」

code litteraireの枠組から溢れでるかのようにして，その作者たる少年詩

人の生なましくも屈曲した心理の像が見えてくるようである。

すなわち，この「孤児たち」の詩篇に於いて，父親の不在（lepたreest 

bien loin）の視像が，現実面での詩人の父親ランボー太尉（この父親はラ

ンボーが6才の折に母親との別居生活に入り，その後一度たりとも家族の

前に姿を現わさなかった）の不在とも重なり合うのはともかくとして，身

近に起居する母親が，詩篇のなかでく死〉に至らされているふしが見えて

くるのは，いったいなぜか。これは，およそ尋常な心理過程の発露とは受

けとめかねる。だが，この屈曲の説明は存外簡単につくようである。

それはまず，この詩が書かれた時点（1870年）での母親のランボ一夫人

が，言葉の不思議な力による詩人のこのような奇妙なく制裁〉に，いかに

もふさわしい人物だったということである。此処では詳しくは述べないけ

れども，この母親は，凡そのところ伝記の類で周知のとおりの固嗣，苔

喬，偏執，狂信，専制を旨とするく鉄の女〉であったことにほぼ間違いは

ない。おのれの「専制王国」のく秩序〉ゃく原理〉にそくやわないものにつ

いては，おそろしいほど冷厳な態度をとれる人物であったのだろう。そし

てそのような人物であったればこそ，息子ランボーが詩篇のなかでそうし

た彼女を「やさしい母」としてく粉飾〉したりぐ消去〉したのと同じよう

に，彼女は己を捨てた夫の存在を，その在世中から死者として喪服の類で

く粉飾〉しつつ，自らを「未亡人」 veuveと呼ぶことにより，く消去〉しえ

さえしたと言える。つまりそこで、は，夫に対する彼女のく制裁〉と，彼女

に対する息子のく制裁〉が，別の回路を経てではあれ，ものの見事に吊り
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あったので、あるD

従って， 「孤児たち」の詩篇に出てくる「喪服」の類は，文字通り現実

との直接的な対応による所産とは言わないまでも，単にロマン派やボード

レールの文学的影響や文学的主題の展開以上に，母親のランポー夫人の断

固たる喪服姿や，日々の家庭内の暗く冷たいく喪〉の雰囲気の，無視しえ

ぬ反映だと考えられる。そしてかかる雰囲気があったがゆえに，息子がの

ちほど『地獄の季節』 UneSaison en Enferで，「両親よ，あなたがたが

わたしの不幸をっくり出した。またあなたがたの不幸をもっくり出した」

Parents, vous avez fait mon malheur et vous avez fait le v6tre と

か，「不幸がわたしの神であった」 Lemalheur a ete mon die：などと述

べるのにも似て，その母親が娘イザベル Isabelleへの手紙（1900年 5月）

のなかで，「何を話すことにしましょうか。人生のありとあらゆる苦しみを

味わう宿命にある人々がし、るわけですが，わたしはそうした人々に属して

いるのだよ」と書きしたためるとき，これら奇怪な親と子は，彼らより他

人の方が不幸だと人には決して言わせまいとする，揺るぎない不幸のく独

占的共同体〉をも形造りえたのである O

ともあれ， 「孤児たち」の詩篇に於ける「母親」の死は， 「鉛の帽子を

被った 73のお役所ほどにも手ごわし、」母親に対する詩人の反擦の表われ

でもあれば，かつてはやさしかった（と推定しえなくもなし、）母親に対する

愛情の念，あるいはく願わしい〉母親への思慕の表われでもあるという，

彼の両義的な感情の半ば無意識的表出によるものであるが，その母親がた

だ別居中にすぎぬ夫の存在をく消去〉して自らを「未亡人」と名乗ったよう

に，今度は息子のランボーがその母親をく消去〉して自らを「孤児」と名乗

って出たことは，かなり重要な出来事である。つまり， く真〉＝く偽〉の母

親は此岸にあって，く偽〉＝く真〉の母親は彼岸に去っている，一一この様な

く真〉とく偽〉との逆転関係がもたらす不可思議で玄妙な効果のなかに，言葉

に対するランボーの感覚の逸早い目ざめがあったと言いうるからである。

だが，それにしても，く真〉＝く偽〉の母親の（ここでは詳しく触れない

が）如何にも厳しい絶対的な監視 Surveillanceのもとにあって，ヲンボ
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ーの「喪」の意識に連なるこの「孤児」の感覚は，のちほどの「やもめ」

veufのそれと相侠って，彼の強烈な「流諦」 exilの感情を形造っている。

Je suis depayse, malade, furieux, bete, renverse;... On est exile 
(15) 

dans sa patrie ! ! ! 

Ces ecritures-ci sont d’un jeune, tout jeune homme, dont la vie 
(16) 

s’est developpe n’importe ou; sans mere, sans pσ：ys,. 

Non ! nous ne passerons pas lモtedans cet avare pays ou nous 
(17) 

ne serons jamais que des orphelins fiances. 

上の 3つの引用文では，追放，宙吊り，転倒，喪失，疎外の状態が描か

れているのであるが，ランボーの言う「孤児」にせよ， 「やもめ」にして

も，それらは単に親や伴侶の喪失を意味するだけでなく，彼をとりまく

世界との仕合せで全体的な合一感覚，彼の言葉に従えば「太古の青春」

l’antique jeunesse「背の饗宴」 fes tin ancien「原初の真卒」 franchise

pre miをだ「太陽の息子という本源の状態Jetat p巾 1ititde fits du sof~Y1 
などの喪失を意味しているのは勿論のことである口そしてこのようなく喪

失〉ゃく流諦〉による「喪」の意識は，ランボーの死に於いてしか彼と離

れることのなかったあの度し難い倦怠と同様に，その全生涯をつらぬく強

迫観念の様相を滞びるに至る。それゆえ「孤児たち」の詩篇に限らず，

「喪」の映像は，様々な変容を伴いながら，間歌的ではあるものの，彼の

創作期に限ってみてもその全期に亘って止絶えることなく立ち現われる。

Et [Dieu] se 1・eveille,quand des meres, ramasses 

Dans l'angoisse, et pleurant sous leur vieux bonnet noir, 
(22) 

Lui donnent un gros sou lie dans leur mouchoir ! 

Par milliers, sur les champs de France, 

Ou dorment des morts d’avant-hier, 

Tournoyez, n’est-ce pas, 1’hiver, 
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Pour que chaque passant repense ! 

Sois done le crieur du devoir, 
(23) 

0 nitre ju沿 bγeoiseαu noi：γ1 

Je n’aurai pas eu les tourments de l'ame presque morte au bien, 

ou remonte la lumiere sevらrecom me !es cierges f uneraires. Le 

sort du fils de famille, cercueil premature couvert de lim1りides
(24) 

tanηes. 

Je suis en deuil, je pleure, j’ai peur. 

Dans la grande maison de vitres encore ruisselante !es en/ants 
(26) 

en deuil regardらrentles merveilleuses images. 

Du desert de bitume fuient droit en deroute avec les nappes de 

brune echelonnees en bandes a妊reusesau ciel qui se recourbe, se 

recule et descend, forme de la plus sinistre fumee noir que puisse 

faire !'Ocean en deuil, les casques, les roues, les barques, les 
(27) 

croupes.-La bataille ! 

L’ardeur de l’ete fut con従ea des oiseaux muets et l’indolence 

req uise a une baγque de deuils sans prix par des anses d’amours 
(28) 

marts et de parf ums a百aisses.

La terre avait des versants fertiles en princes et en artistes, et 

la descendance et la race nous poussaient aux crimes et aux 
(29) 

deuils: . 

Henrika avait une jupe de coton a carreau blanc et brun, qui a 

du etre portee au siらcledernier, un bonnet a rubans, et un fiard 
(30) 

de soie. C’etait bien triste qu’un deuil. 

「喪」の意識あるいはその映像と言ってはみても，単に比験的な，改め

E
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て検討の要もないものも上の引用には含まれている口しかし，なかで、も

「大洪水のあと」 Apresle delugeに登場する「喪服を着た子供たち」 les

enfants en deu日というのは，とりわけ重要な視像だと考えられる。ここ

でもなぜまた「喪服」なのか。

「喪服を着た子供たち」は，恐らくは洪水直後の， 「まだ水のしたたる

大きなガラスの家のなかで，世にも不d思議な光景を見つめ」ているのだが，

この「子供たち」は，まえの「孤児たち」の詩篇に於ける「子供たち」と

同様に作者に常住のく喪失〉感の心的投影の所産でもあれば，更には詩篇

「飢餓の祭」 Fetede la faimのなかの「洪水の息子」 fils des deluges 

である「河原の玉石」 lesgaletsにも似て， 「洪水」という巨大なカオス

に置きざりにされた存在とは考えられまいか。しかもカオスとは，語源的

にはギリシア語で「空無の深淵」を意味する以上，それはランポーの存在

論的な「渇き」や「飢餓Jによる胃鵬のく空無〉と対応して，内と外との

全空間を浄化するひとつの力を表わすものと解されてよい。それゆえ，

子供たちが「喪服」を着ているのは，彼らの原初的母胎でもある「混沌」

＝「洪水」，すなわち革命のイメージにも繋がる破壊的な浄化力の退潮を惜

しんでのことであり， 「洪水」以前の旧事態の復元が，ベルナール s.
Bernardも指摘しているように （ガルユエ版， p.479)' 「子供たち＝作

者」の次のような「悲しみ」 tristesseや「倦怠」 ennuiの感情を呼びさま

しまた新たな「洪水」への願望をかきたてるのだ。

-Eaux et tristesse, montez et relevez les Deluges. 

Car depuis q u’ils se sont dissipes，ーoh les pierres pr色ieuses
(32) 

s’enfuissant, et les fleurs ouvertes !-c’est un ennui! 

さらにまた，先に挙げた「首都の景」 Metropolitainに出る「喪に服し

た大海原」 l’Oceanen deuilとはいったい何かD この一節は標題との関連

からして，煙霧と排液に汚された，かまびすしい工業都市の情景を「戦い」

に見たてて創られた模様で、あるが，この「大海原」のイメージは， 「陶酔

せる船」 Bateauivreの終節近くの「悲しみに沈む少年が， 5月の蝶さな
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がらの笹舟を放つ黒く寒々とした水溜り」 (laft.ache/Noire et froide ou 

vers le crepuscule embaume/Un enfant accroupi plein de tristesse 

lache/Un bateau frele comme un papillon de mai.）ーーすなわち，精気

のない「ヨーロッパの水」 uneeau d’Europe－ーと相重なって，水という

ものに託したランボーのサンポリスムから言えば，生命産出の母胎として

の原初的な力や， もはや逆巻き荒れ狂うことによって人間界を浄化する力

を喪った海だとも受けとれなくはない。そしてこの推定に依って立つ時，

『イリュミナシオン』 Illuminations中のー詩篇「民主主義」 Democratie

の「胡搬をふりかけた水びたしの国」 payspoivres et detremぶという

章句のなんたるかも，かなりはっきりとするようである。

すなわち， 「胡板」とは，食物の調味とともに，腐敗の防止と臭気の緩

和の役割を担い， 「水びたし」とは，大雨か洪水のあとの泥海の支配状態

を指していょうから，力なく澱んだままで今や現状以上にく腐敗〉しない

ことだけが殆んど最大の課題となったかの観を呈する西欧社会が詩人の眼

前に拡がっている。そしてランボーは，このような「水溜り」，「水ひ、たし

の国」を称して，次のように言うのである。

Mモtantretrouve deux sous de raison－~a passe vite ！ーjevois 

que mes malaises viennent de ne m'etre pas figure assez t6t que 
(36) 

nous sommes a l’Occident. Les marais occidentaux ! 

「西欧の沼沢地」。これはその泥棒の粘着性によって詩人の自由や存在

感覚を転倒させるものの謂であろう。そしてこの澱んだ「沼沢地」に棲む

同語反復的人間を巡り，ランボーはまた次の様にも書くであろう。

-Mais n’y a-t-il pas Un Supplice reel en Ce que, depuis cette 

declaration de la scie.nce, le christianisme, 1’homme se joue, se 

ρrouve les evidences, se gonfle du plaisir de repeter des preuves, 

et ne vit que comme cela ! ... M. Prudhomme est ne avec le Chri~t: 
円
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しかも，この「沼沢地」に棲む人間「プリュドム氏」は，ニーチェ

Nietzscheの語った「最後の人間」と何と似通っていることだろう D ニー

チェの「最後の人間」が， 「舞踏する星」を産み出す混沌の力を失い，た

だ一切を「媛小」」にしながらも「地蚤のように根絶やしがたい」人間で

あるのにも似て，ランボーの「プリュドム氏」もまた， 「劣等種族」の一

員として猫獄に「すべてを覆う」（Larace inferieur a tout couvert）根

絶やしがたい人間であり，この人聞が所属する「血統と種族」が，先の引

用 (ladescendance et la race nous poussaient aux crimes et aux 

deuils）にもあったように，これまた詩人を「犯罪と喪」に追いやるので

あり j沼沢地Jで「もの憂い眼」ぽilmorneに見据えられたまま動きのと

れない（cannotimmobile）詩人の頭上を，戦乱期の「喪服の鳥」 funebre

oiseau noirが舞い続けるのだ。

従って，絶対的なく監視） surveillanceのもとにランボーを存在論的

な「喪」 deuilと「通夜」 veilleに追いやるものは，単に「不透明性」

opaciteの体現者としての母親のランボー夫人ばかりではない。彼を「死

も同然」の状態に陥しめる「悪しき絶対 (lemauvais absolu）」（Yves

Bonnefoy）としてのプロヴァンスや「沼沢地」としての西欧市民社会があ

りもすれば， 「正義の人」 L’Hommejusteとして「永遠に人間のエネル

ギーを盗み去る者」 eternelvoleur des energiesであるキリストが居り，

更には超越的な次元から宇宙の「鮮」や「あやまつことなき巨大な運行」

を統べる「永遠の夜番」 eternelveilleur' すなわち「秩序」，神がいる。

Cependant que silencieux sous les piastres 

D’azur, allongeant les comらteset les noeuds 

D’univers, remuement enorme sans desastres, 

L’Ordre, eternel veilleur, rame aux cieux lumineux 
(44) 

Et de sa drague en f eu laisse filer les astres ! 

自由精神は，それがいったい何で、あろうと，単に永続するものを否定す

る。 「秩序が，《永遠の夜番》が，彼に嫌悪の念を起させるのだ」とプラ

( 9 ) 
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ンショ MauriceBlanchotも語ったように，その母親と同様に絶対的な
ヴエーイュ

「監視」のもとに彼を存在論的な「喪」と「通夜」に追いやるところのキ

リストや「永遠の夜番」に対して，ランポーは激しい叛逆精神をはぐくむ

に至る。

Barbe de famille et poing de la cite, 

Croyant tres doux : 6 cぽurtomM dans les calices, 

Majestes et vertus, amour et cecite, 

Juste! plus bete et plus degoutant que les lices ! 
(46) 

] e suis celui qui souf_河eet qui s' est revolte ! 

さらに，ベリッション PaterneBerrichonとヴェルレーヌ PaulVer-

laineの証言によれば，現在散侠したままではあるが，ランボーに「夜番

たち」 Veilleurs と題された作品があったというのは，この際とりわけ重

要である。かりにリュフ MarcelA. Ru旺がヴェルレーヌの記憶の暖昧さ

やその怒意性をなじるにしても， リュフの側にも反証の定かな根拠が欠如

しており，問題の解決にならないようだ。しかし，ランボーの「夜番」に

対する意識をめぐる此の小論の視座からすれば，ひとりの詩人の精神の必

然的な展開の一所産として， 「夜番たち」と題された作品（あるいは一歩

譲って，内容的に「夜番たち」のことを描いた作品）がかつて存在したと

いうのは，さほど不思議とするに足りない。なぜなら， 「ランボーの最も

見事な作品のひとつ」とヴェルレーヌも語ったように，この時期すなわち

1871年のランポーが，如何に「夜番」を意識していたかが，なお一層首肯

しうるからであり，また，現存する作品群の隠れた構造を仮構すること

は，隠れた不在の作品の現存性をも構造的に保証しうる可能性をときに字

んでいて然るべきだからである。

だが， 「夜番」 veilleurとは，仏語に於いては正確にはどのようなな意

味を持つのか，さらにこの辺で念のため調べておこう。 19世紀後半の作家

の語葉を調べるのには， 「リトレ」 Littreの辞典が好適だから，それに従

い此処では仮訳の「夜番」 veilleurの語義を，これより以下に並べてみよ

F
D
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う。

① Celui, celle qui ne dort pas, ou dort peu la nuit. 

② Gardien ou gardienne de nuit. 

③ Celui qui veille un mort. 

④ Celui qui, dans certains fabriques, est charge de parcourir 

pendant la nuit les bureaux, les ateliers, les corridors, etc. pour 

s’assurer que le feu ne couve sur aucun point. 

⑤ Le veilleur de nuit, celui qui la nuit, en Allemagne et en 

Suisse, annonce les heures en chantant. 

④と⑤とはともかくとして，①は「徹夜をする人，あるいは僅かしか眠

らない人J，②は「夜番（不寝番）」，③は「死人の監視（見張り）をする

人（通夜をする人，あるいは通夜僧）」の意味を持っている。これらに当

然に共通する語義というのは，夜のあいだ寝もやらずに何かを見張って

（監視して）いる者，である。そしてこの語義は，詩人の「夜番」の形而

上的な意味内容や， 「喪Jの存在論的な意義との関わりに於いて，きわ

めて重要のようである。なぜなら詩人が「秩序，永遠の夜番」 L’Ordre,

eternel veilleur というように大文字の「秩序」と「夜番」とを文法的に

同格にして書いているのは，この語義を相当に意識していたに相違ない詩

人の「秩序」観の内実を，かなり明白に物語るからである。それは，たと

えばアダン AntoineAdamが言うところの「夜番」が「秩序」の「防禦

者」七、あ毛ばかりでなく，） 「秩序Jが「夜番Jそのものであるという詩人

の認識を示していよう。 「秩序」が永遠に眠ることのない，絶対的な「監

視者jveilleurそのものとして，詩人から「自由な自由」 libertelib~~ と
「活力」を盗み去り（ここでは「永遠の夜警」 eternelveilleurが，こと

もあろうに「永遠の泥棒Jeternel voleur des energiesでもあるという

ランボーの「秩序」観に留意しよう），彼をく死人〉の状態に追いやるの

である。

かく言うわけで，ノミリ・コミューンの蜂起と鎮圧の年でもあった1871年

のランポーが，その革命思想、と反キリスト教的思惟を盛り込んだ諸作品の

－E
／
 

噌
E
A

4
E
A
 

，，t
、

A
U
 



活溌な展開をとおし人間解放の力を控ぐ「秩序」すなわち「永遠の夜番」

に対してどれほど蛾烈な対抗意識を抱いていたかがよく解るはずだ。彼は

そこで，この「永遠の夜番＝永遠の不眠の監視者＝永遠の盗人J，つまり

人間の地上での存在理由の瑞瑞しい循環を疎外する者，詩篇「大洪水のあ

とで」に出てくる「魔女」 Sorciereと同じく，万象の「潜勢的な誕生J

naissance latenteの秘密を占有する者を敢然として克服しようとつとめ

るだろう。だが，その乗り超えの試みは，どのようにして遂行されるの

か？

それはおそらく， 「活力の永遠の盗人」に対してプロメテ的な「火の盗

人」 voleurde feuに詩人がなろうとしたのと同じく， 「永遠の夜番＝監

視者」以上に詩人自らが「不寝番」 veilleur となって「目覚め veiller=

見張り veiller」続け，いわゆる「高揚の暁」 aubeexalte~s）に向けて悲惨
な「通夜」 veilleeを， 「未知なるもの」 l'inconnuの発見のための「夜明

し」 veillee(veille）に転化・逆転することによってであろう。すなわち，

「見者の手紙」にも見られるように，如何にその苦しみが大きかろうと

(le souff rar悶 estenorme），世界の終震に至るまで「目覚め」かつ「見

張って」 surveillerいること，一一此処には「見る」ことを介して「喪」

から「驚異」へ突き抜ける（lesenfants en deuil regarderent les merve-

illeuses images）という彼のポエジーの根本原理が踏まえられていもすれ

ば，ひとつの闘いを展開するには，その敵対者にいくばくかは似ることが

時に不可欠であるという一個の弁証法的認識が秘められでもいるであろ

う。そしてこのような詩人の「不眠Jveilleの決意については，ダニエル

・ロプス DanielRops も「この詩人（ランポー）の偉大さは，キリスト

やパスカルと同様に，世界の終鷲までその苦悩のうちにも眠らないことを

決意したところにある」と言及しているo 世界壊滅の光景を描いた次の断

章は，このことを明白に語っていよう。

Non! Le moment de l'etuve, des mers enlevees, des embrase-

ments souterrains, de la planete emportee, et des exterminations 
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consequantes, certitudes si peu malignement indiquees dans la 

Bible et par les Nornes et qu'il sera donne a l'etre serieux de sur-
ー（56)

veiller.-Cependant ce ne sera point un e旺etde legende ! 

ところで，詩人はどのようにして，不毛な「通夜」 veilleeを，おのれ

固有の原理に即した「夜明しJveillee ( ou veille）に転化・逆転している

だろうか。それはまず，おのれ固有の「夜明しJに別の新たな「聖性」を

賦与することによってであろう。つまり詩人は大文字の「秩序」 Ordreに

対するおのれの「無秩序Jdesordreを「神聖な」 sacreものと見なす (Je

finis par trouver蹴 rele deso吋rede mon esprit）かたわら，おのれ

固有のその「夜明し」 veilleをも「聖なる」 saint ものと見るであろう。

そしてその「覚醒」 veilleのための「方法」として， 「見者」 voyantの

処方（ilepuise en lui toutes les poiso~~）にも示されていた， 「毒薬」

poisonの援用さえもが肯定されるのだ。

... sacres soyez-vous par le souvenir de cette veille .... 

Petite veille d’ivresse, sainte ! quand ce ne serait que pour le 

manque dont tu nous as gratifie. Nous t'affirmons, methode ! 

Nous n’oublions pas que tu as glorifie hier chacun de nos ages. 

Nous α句。η，sJoi αu，争oiso札

上の詩句は「陶酔の朝」からの引用で，この作品は諸家の指摘でも周知

のとおり，阿片や大麻といった類の覚醒剤の使用体験が土台となって産ま

れたようだが，その覚醒と陶酔の極みに於いて，さらに詩人は「永遠の夜

番」の監視を超えておのれ固有の善と美（0mon Bien ! 0 mon Bea~Y) 
を見出すに至る。そしてこのような「覚醒Jveilleに向けての一連の試み

のなかで，下記の「夜明し」 Veilleesと題された，その光源の在りかや実

体がいっさい不明の不思議な「光」に照らされた作品が産まれたのであろ

う。この作品は，ラコスト Bouillanede Lacosteに依れば「生への興趣

を取り戻す快癒者の仕合わせな吐息」の表われということなのだが，ここ
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ではむしろ「～でもなければ～でもない」（ni～ni）という否定の副詞の多

用によって，陶酔の極みに於ける感覚閉止，一種の喪心，一種のく判断中

止〉の状態が表出されているものと考えられる。

C’est le repos eclaire, ni fievre, ni langueur, SUr le lit OU sur le 

pre. 

C’est l'ami ni ardent ni faible. L’ami. 

C’est l’aimee ni tourmentante ni tourment白.L’aimee.

L’air et le monde point cherches. La vie. 

-Etait-ce done ceci? 

(62) 

-Et le reve fraichit. 

だが，このような「覚醒」への試みのさなかにあって，プランショも語

ったように，ランポーほど休息や眠りへの度し難い欲求を表明した人間も

いないのではないか。ざっと挙げても， 「一番いいのは砂浜でしたたか酔

いつぶれて眠ることだ」 Lemeilleur, c’est un someil bien ivre, sur la 

gがど「燃えさかる時の中での眠り」 sommeildans un nid de fiamdi6~~ 
「純潔の眠り」 Sommeilde la virginit~）「ぼくの失墜と眠り」 ma chute 

et mon somm~W 「ぼくの眠りの枢車」 Corbillard de mon somm~W 「あ
あ，眠りたい，沸き立ちたいJQue je dorme ! que je bouille，「ぼくの

眠りとぼくの極微の身うごきが生まれてくるあの地域を返してくれる見事

な腕はどれだろう。結構な時はいつだろう。」 Que ls bons bras, q uelle 

belle heure me rendront cette region d'ou viennent mes sommeils 

et mes moindres mouvements？等等といった具合だ。そしてこの「眠

り」への欲求は，通常考えられる眠りへの要求とは，如何なる点に於いて

も似通ってはいない。まさにそれは，プランショの指摘通りの， 「得体の

知れないだらけた期待や，すでにしびれて，鈍く，従順な性質と結びつく

のではなく，火を掻き立て，灼熱した要素を呼び，その要素から熱狂的に
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させられる痛烈さ，癒されるためには枯渇しか望まない枯渇，焔と毒の不

毛を求める石と砂の不毛などと結びつく」類のものだ。なるほど， 「海の

ように貧欲になろう」 Soyonsavare comme la merと言い，またたとえ

神の到来を待ち受けるにしても際限なしに「がつがつJ]'attends Dieu 

avec gourmandiseしていると言う彼のことだ，その求めてやまぬものが

休息であれ，眠りであれ，怠惰であろうと，それらに対して彼は常に「が

つがつ」しており，しかもそれらは簡単に手中にされたりするものであっ

てはならず，そのいずれもが彼にとっては「灼熱的」で，「痛烈」で，「熱

狂的」で，その行きつくところ，酷い快哉の叫びをあげさせる体のもので

なければならなかった。そしてこのことは，彼の最後の拠り所の「忍耐」

さえもが，やはり「燃えるような忍耐」 ardentepatienceであったことを

想い起せば了解されよう。地獄の渇きを覚えながらも彼が普通の水ではな

しに「火のーしずく」 unegoutte de feuを要求し，飢餓のさなかでその

腹腔を充たすものとして，岩，石炭，鉄の類を掻き集めたのもかかる理由

によるのであろう。つまり，できるだけく飲まない〉ことによりく飲めな

い〉ものを，できるだけく食べない〉ことによりく食べられない〉ものを

要求すること一一これは最大の「渇きを」をとおして最大の「洪水」を飲

むためであり，最大の「飢餓」をとおして最大の「饗宴」に加わるための

ものであるのだ。そしてこのことは，彼の「覚醒」とプランショの言う彼

の「眠り」についても言いうるだろう。一ーすなわち，彼はできるだけ

く眠らない〉ことをとおしてく目覚めていなし、〉状態を貧斐に求めることに

より，極限の「覚醒」と極限の「眠り」に到達しようと願ったようである。

あるいは，激しく「覚醒」を求めた分だけ， 「眠り」の欲求が強化された

とも言える。しかも，モンドール Mondorの言う「性急な」彼にとって

は， 「～をとおして」という時間的遅延は許されなかった。彼ほど，なま

の，「翻訳」のない (Jereservais la traduction）直接．即刻の保有（pos-

sess 

願望は，常にと言ってよいほど，背反するこ極への同時的到達を目指す。

一一水と同時に火を，行為と同時に休息を，存在と同時に不在を，そして

( 15 ) -146-



覚醒と同時に眠りを，といった具合にだD またこのことは，精神と肉体，

彼岸と此岸の関係についても同様であり，根本的には悪しき古典的二元論

の克服が，詩人の最大の課題のひとつであったことを物語っているo

Le loup criait sous les feuilles 

En crachant les belles plumes 

De son repas de vollailles : 

Comme lui je me consume. 

Les salades, les fruits 

N’attendent que la cueillette; 

Mais l'araignee de la haie 

Ne mange que des violettes. 

Que je dorme ! que je bouille 

Aux autels de Salomon. 

Le bouillon court sur la rouille, 

Et se mele au Cedron. 

ベルナール SuzanneBernardは，この詩篇の「定かな意味j を求める

ことに，あまり熱意を覚えていない模様であるが，この作品をそのまま放

置しておいて果してよいか。この作品は，単に彼女が言うように， 「乾燥

や猛烈な死の主題」と「みずみずしい春や食用野菜の主題」とを「混ぜ合

わせた」だけのものではどうやらなさそうである。なぜなら「狼」が，元

来く食べられない〉，消化に適さぬ羽毛を食べて「やつれる」のも，ある

いは「垣根の蜘妹Jが滋養に富んだサラダや果実ではなく，スミレばかり

を食べて「やつれる」のも，それは単にく自然的〉であってはならない「見

者」の企図の内実の表出だと解しうるからだ。そしてまた，最終連の「眠

りたい／沸りたい」（Queje dorme ! que je bouille）とは，極限の深い眠

りと，殆んど死にも瞬間的に重なるような極限の白熱的な覚醒veilleへの
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願望をおそらく表わしており，それら二極の絶対的に背反するものへの同

時的願望は，この詩篇に於いてはあたかもひとつの円環を閉ざすかののよ

うに，ひとつの麻痔，ひとつの脱我状態の裡に重ねあわされる。 「沸り立

った」詩人の存在の精髄，「気泡」 bouillonは，ちょうど彼の別の詩篇「永

遠」 L’Eterniteに於いて太陽（火）と海（水）が混りあう（meler）のと同

じように，灼けた「錆」 rouilleのうえを馳けぬけて一種の感覚閉止裡に

聖なる「ヶデロン」の流れに混りこむ（meler）のである。

だが，ランボーに於いては，この「混りあう」（meler）ことが，異文（次

に引く異文の方が，アイゲルデ、ィンガー MarcEigerdinger も指摘して

いるように，詩篇としての完成度が高いのであるが）にも見られるように

「行ってしまう」（aller）ことでもあったのは興味深い。ひとつの円環構造

や融合状態は，ランポーに於いては直ちに破れ，常に別の力動性にその座

を譲るのだ。

Elle est retrouvee. 

Quoi ?-L’Eternite. 

C’est la. mer allee (melee) 

Avec le soleil. (Au soleil) 

すなわち，この「再発見」された「永遠Jは，詩篇「陶酔の朝」 Matin白

d’Ivresseに於ける「即座に捉えられない永遠」（nepouvant nous saisir 

sur-le-champ de cette eternite）と同じように，瞬間的に垣間見られはす

るものの，すぐまた「行ってしまう」類のものなのだ。そのうえ， 「けも

のの至福」 felicitedes bet：；を与えてくれる「眠り」への欲求もさるこ

とながら，極限の「目覚め」 veilleのなかで「永遠の夜番」に抗して「見

張り続ける魂Jame sentinelleにその瞬間的な永遠が与えられるのは，

「虚しい夜」 nuitsi nulle という光の殆んど全的な不在か， 「火だるま

の真昼」 jouren feuという光の過剰な目くるめく充満を経ることによっ

てのみである。その「魂」に実際にく見える〉ものなど何ひとつとしてあ

りはしないのだ。あるいは，詩人が「見者の手紙」で「未知なるものに到
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達し，狂乱の挙句，そのヴィジョンについての識別能力をたとえ失おうと

も，彼（詩人）は見たものは見たのだ」 11arrive a l’inconnu, et quand, 
affole, il finirait par perdre l’ir削 ligencede ses visions, il les a v~~~ 
と述べているように，かりにその「魂」が何かを本当にく見た〉としても，

一種の眠りに似通った極限の覚醒の感覚閉止の状態に於いては，そのく見

た〉ものが何であるかを識別できない。ランボーの「未知なるもの」と

は，まさにフーゴー・フリードリヒも指摘したように， 「緊迫をかきたて

るための無内容な対極」，「無色透明な振動」の相関物であるかも知れない

のだ。それゆえ，詩人の「見張りつづける魂」が，次のように「ぶつくさ

こぼす」 murmurerのも，それはおそらく無理からぬことなのである。

Ame sen tinelle 

Murmurons l'aveu 

De la nuit si nulle 
、b
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さらに詩人は，ひとつの「閉域」 clotureとしての「西欧の沼地」の「人

間どもの同意」 humains suffrag~~）や「通俗的な逆上」 communs ela~~ 
を乗り超えた「隠棲者」，あるいはマドレーヌ・ベリェ MadeleinePerrier 

も述べたように「一番高い塔」のうえの「不寝番」（... Rimbaud, retraite 

en la plus haute tour. 11 est le veilleur.）として，おのれを超える神的

な至上の存在を認めないがゆえに，もはや彼には「昇天」 orieturの目標

は存在しないし，地獄堕ちの可能性も存在しない。なぜなら，詩人自身が

語ったように，「地獄は異教徒を攻めたてえない」 l'enferne peut attaquer 

les paiensからだ。そこで、はただ「見者＝不寝番」 voyant=veilleurとし

ての我慢強い探究（Scienceavec patience）による「空虚な超越性」（フー

ゴー・フリードリヒ）への高揚と失墜の「刑罰」 suppliceだけが，彼の存

在感覚を刺激，燃焼させてくれる。彼は「偉大な罪人」 legrand criminel 

であり，とりわけ明IJ罰のさなかで歌をうたった種族のひとり」 jesuis 

de la race qui chantait dans le suppliceでもあるからである。そして
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この「刑罰」とは，おそらくは「映像のない宇宙」 universsans images 

を進むところの神なきく近代性） moderniteがもたらす「刑罰」，ヴァレ

リイ PaulValeryが語ったような，）このうえもなく背反しあう諸原理の

共存による混乱をその最大の特質とするく近代性〉がもたらす「責苦」を

も意味していよう。

La pas d’esperance 

Nul orietur 

Science avec patience 
(101) 

Le supplice est sur. 

しかし，果してランポーは，彼をして本質的に神なき神秘の探究にたず

さわる近代詩人たらしめるところの，かかる「刑罰」に耐えることによ

り，その存在論的な「食欲」を回復させる「昔の饗宴の鍵」 laclef du 

festin ancien, ou je prendrais peut-etre appetitを見出しえたか？ある

いは，「ざらざらした現実」 realiterugueuseを抱きしめる一個の「百姓

＝不寝番」 paysan=veilleur として，彼を「喪」と「通夜」に追いやる

「永遠の夜番」 eternelveilleurを乗り超えることにより，新しい「場所

と公式」 lelieu et la formuleを見出しえたか？あるいは，『地獄の季節』

の最終章「訣別」 Adieuで言及された「輝く町」 splendidesvillesへ，

ランボーは入ったで、あろうか？

「絶対に近代的であらねばならぬ」 IIfaut etre absolument moderne 

という，過去との「訣別」の意志を表わす言葉のあとで， 「ところで，今

は前夜だ」 Cependantc’est la veilleと述べることにより，彼はこの問題

がまだ宙吊りであることを示すであろう。だが彼の「前夜Jveilleは，決

して終ることのない「前夜」，絶えず執勘に繰り返される彼の「出発」と

相倹って，あらゆる夜を「前夜Jと化しつつ永久に先へ向って更新され，

延長される「前夜」ではなかったで、あろうか口しかもこれは，彼の行動と

詩の，基本原理を表わすものだ。 「輝く町」へ入ったところで，彼はすぐ
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さま「見飽き，持ち飽き，知り飽きて」（assezvu ... assez eu ... assez 

connu），その輝きをく夜〉と見なし，そのく夜〉を出発の予感と，脱却の

「前夜」に逸早く変えるであろう。ちなみに彼の「絶対に近代的であらね

ばならぬ」という要請と当為（あるいは欠如）の言葉にしても，その含意

自体が実に暖昧であり，その読み方次第では，ショシャナ・フェルマン

Shoshana Felman も指摘しているように，近代という単に過渡的で相対

的な時間を絶対化した矛盾の侵犯ととれなくはない。しかしたとえそうだ

としても，その言葉に字まれている「訣別」 adieuへの絶対意志が，絶対

化された近代という目標追求の過程に於いて， 「訣別」の終りなき反復を

強制するはずである。換言すれば，彼の「訣別」へのかかる固執が，決定

的で最終的な「訣別」や「出発」の不可能性を詩人自身にもたらすはず

だ。「俺は出発しない」 Onne part pasと書きながらも，驚くべきことに

は「不幸」にさえ「新しさ」（6monde ! et le chant clair des malheurs 

nouveaux！）を要求しながら彼が絶えず「出発」を繰り返すのもこのため

である。

それゆえ，ランボーの「前夜」 veilleというこの「不眠」 veilleの時間

は， リシヤール J.P. Richardが語ったところの「曙」 aubeの「特権的な

瞬間，絶対的な初まり」（momentprivilegie, commencement absolu）の

刻限に永久に先立つ時間，決定的な「訣別」や「初まり」の不可能性によ

る絶えざる「出発」 adieuを促す時間， 「人間どもの戦いと同じくらいに

むごたらしい精神の戦し、」 Lecombat spirituel est aussi brutal que la 

bataille des hommesが展開される終りなき苦闘の時間，絶えずその日を

ハイデガー ManinHeideggerの言うような「到達不可能なもの」 sans・

ac~~：；への「前夜」と化して自らを「出発」に向けて更新し開きつづける，
より一層の「ランボー的時間」 1’heurerimbaldienneなのである。たとえ

のちほどランボーが，アフリカの砂漠で、稼いだ金銭の，不眠不休の「不寝

番」 veilleurになったとしても。
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